
協
会
７
０
周
年
の
歴
史
を

踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の

友
好
運
動
を
力
強
く

発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
息
吹

２
０
２
０
年
と
い
う
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

大
流
行
に
よ
っ
て
世
界
中
が
重
大
な

影
響
を
受
け
、
今
な
お
収
束
の
目
処

が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ほ
か
な
ら
ぬ
私
た
ち

日
中
友
好
協
会
も
春

か
ら
秋
に
か
け
て
諸

行
事
の
中
止
や
延
期

あ
る
い
は
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
続
け
て

き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
６
月

に
予
定
さ
れ
て
い
た

全
国
大
会
が
４
か
月
遅
れ
の
10
月
25

日
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
活
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

く
前
例
の
な
い
試
み
で
、
大
阪
の
代

議
員
も
府
連
事
務
所
や
個
人
の
自
宅

な
ど
か
ら
リ
モ
ー
ト
会
議
参
加
の
初

経
験
を
味
わ
い
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
の
代

議
員
が
仮
想
空
間
に
集
ま
っ
て
会
議

を
行
う
と
い
う
不
思
議
な
体
験
で
し

た
。
今
回
の
体
験
を
も
と
に
、
お
そ

ら
く
今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
終
息
後
も
、

多
く
の
会
議
や
行
事
な
ど
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
く
事
は

疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も

た
ら
し
た
一
種
の
時
代
転
換
現
象
な

の
で
し
ょ
う
。

肝
心
の
大
会
で
す
が
、
初
め
て
の

試
み
ゆ
え
の
も
た
つ
き
や
違
和
感
も

あ
っ
た
と
は
い
え
、
活
発
な
議
案
討

議
を
経
て
、
協
会
創
立
70
周
年
記
念

大
会
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
を
な
ん
と

か
あ
る
程
度
果
し
え
た
と
い
う
の
が

私
の
率
直
な
感
想
で
す
。

一
事
で
言
え
ば
、
わ
が
協
会

を
取
り
巻
く
国
内
情
勢
・
国

際
情
勢
の
根
深
い
変
化
、
特

に
中
国
の
大
国
化
に
伴
う
諸

問
題
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
。

70
年
に
わ
た
る
運
動
を
ど
う

総
括
し
今
後
に
生
か
し
て
い

く
の
か
。
い
ず
れ
も
と
て
も

大
き
な
課
題
で
す
。
10
月
１

日
付
「
協
会
声
明
」
や
、
今
大
会
決

定
の
「
運
動
方
針
」
に
基
本
点
が
示

さ
れ
ま
す
。
府
連
や
支
部
で
今
一
度

議
論
し
学
習
を
深
め
て
、
反
戦
平
和
・

草
の
根
の
友
好
を
広
げ
る
意
義
を
掴

み
な
お
し
た
い
、
と
改
め
て
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
１
日
で
し
た
。

大
会
で
の
府
連
会
員
の
諸
発
言

（
西
支
部
事
務
局
長
平
松
悦
雄
・
堺

支
部
浅
田
支
部
長
・
府
連
松
尾
理
事

長
・
山
本
副
会
長
）
は
、
い
ず
れ
も

重
要
な
活
動
報
告
と
し
て
討
議
の
ま

と
め
の
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
中
身
も
是
非
府
連
全
体
で

か
み
し
め
た
い
も
の
で
す
。

（
大
阪
府
連
会
長

渡
辺
武
）
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日
中
69
大
会

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
く

大
阪
か
ら
10
名
が
参
加

全
国
で
１
５
８
名

教
科
書
問
題
を
考
え
る
講
演
会
が
、

10
月
10
日
国
労
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

第
１
講
義
は
「
中
学
教
科

書
採
択
報
告
と
教
科
書
記
述
の
現
段

階
」
を
元
中
学
校
社
会
科
教
員
の
相

可
文
代
さ
ん
が
、
第
２
講
義
は
「
ア

ジ
ア
の
近
代
と
歴
史
教
科
書
」
を
副

嶋
昭
一
和
歌
山
大
学
名
誉
教
授
が
、

そ
れ
ぞ
れ
60
分
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
２
０
２
１
年
度
に
使
用
す

る
中
学
校
教
科
書
の
採
択
の
年
で
し

た
。
日
中
戦
争
を
侵
略
戦
争
と
認
め

な
い
現
在
で
は
「
自
由
社
」
「
育
鵬

社
」
な
ど
の
「
つ
く
る
会
」
系
の
教

科
書
の
中
身
を
、
長
年
に
わ
た
り
、

知
ら
せ
採
択
さ
せ
な
い
取
組
み
が
あ

り
、
今
年
は
大
阪
で
も
全
国
で
も
、

採
択
さ
せ
な
い
成
果
が
大
き
く
前
進

し
ま
し
た
。

７
月
の
府
連
大
会
で
「
不
再
戦
・

平
和
を
掲
げ
る
日
中
友
好
協
会
が
、

教
科
書
採
択
に
関
し
て
明
確
な
方
針

を
持
ち
、
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
常
任

理
事
会
で
、
発
言
を
受
け
止
め
、
恒

常
的
に
取
り
組
む
確
認
を
し
、
教
科

書
問
題
を
20
年
度
の
不
再
戦
月
間
企

画
と
位
置
付
け
、
教
科
書
問
題
に
か

か
わ
っ
て
き
た
役
員
と
、
会
長
、
副

会
長
、
理
事
長
も
加
わ
り
推
進
チ
ー

ム
で
２
回
の
相
談
会
を
持
ち
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
10

月
に
講
演
会
を
す
る
と
決
定
。
内
容

は
、
今
年
の
中
学
校
教
科
書
採
択
状

況
と
教
科
書
記
述
の
現
段
階
か
ら
、

反
歴
史
勢
力
の
狙
い
を
明
ら
か
に
し
、

歴
史
教
科
書(

育
鵬
社)

に
お
け
る
中

国
・
朝
鮮
侵
略
や
日
中
戦
争
に
関
す

る
記
述
を
具
体
的
に
検
討
・
批
判
す

る
と
い
う
も
の
に
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
拡
大
防
止
の
対
策

も
し
っ
か
り
し
ま
し
た
。
当
日
は
思
っ

た
よ
り
参
加
が
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
お
二
人
の
講
師
の
わ
か
り
や
す

い
説
明
と
、
歴
史
認
識
で
の
重
要
ポ

イ
ン
ト
指
摘
で
、
参
加
者
の
理
解
が

深
ま
り
「
諦
め
ず
、
怠
け
ず
運
動
を

続
け
る
こ
と
」
と
継
続
し
た
運
動
の

大
切
さ
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
誤
っ

た
歴
史
認
識
や
歴
史
を
歪
め
る
教
科

書
、
ま
た
反
動
的
な
著
者
に
よ
る
出

版
物
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
不
再
戦
運

動
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
も
、
今
回

の
取
り
組
み
を
機
会
に
、
恒
常
的
に

歴
史
の
真
実
を
学
び
、
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
東
大
阪
支
部

浜

正
幸
）

「
子
供
た
ち
に
平
和
な
未
来
を
」
教

科
書
問
題
を
考
え
る
講
演
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
育
鵬
社
版
は
安
倍
前
首

相
に
近
い
八
木
秀
次
氏
が
理
事
長
を

務
め
る
「
日
本
教
育
再
生
機
構
」

（
２
０
１
９
年
解
散
）
が
編
集
採
択

を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
21
年
度
か

ら
24
年
度
ま
で
に
使
用
さ
れ
る
中
学

校
の
教
科
書
が
変
わ
り
ま
す
。
小
中

学
校
の
教
科
書
の
採
択
権
限
は
、
公

立
校
は
教
育
委
員
会
、
私
立
校
は
校

長
で
す
。
教
員
と
市
民
の
関
心
の
広

が
り
に
よ
り
、
育
鵬
社
か
ら
他
社
版

へ
と
切
り
替
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

台
風
が
心
配
さ
れ
る
中
で
し
た
が
、

２
人
の
先
生
の
熱
心
な
講
義
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

（
西
支
部

山
本
範
枝
）

講
演
会
に
参
加
し
て

大
会
の
成
功
に
向
け
て
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
の
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
初
め
て
の
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
大
会
を
大

過
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
、
本
部
事
務
局
と
し
て
、
心
か
ら

安
堵
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
会
成
功
に
向
け
て
の

組
織
拡
大
強
化
を
は
じ
め
と
し
た
全

国
の
皆
さ
ま
の
ご
奮
闘
と
、
大
会
参

加
者
の
皆
さ
ま
の
発
言
に
よ
っ
て
、

「
素
晴
ら
し
い
大
会
だ
っ
た
」
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
く
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
全
国

の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

大
会
の
延
期
に
よ
っ
て
半
年
遅
れ

と
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
２
０
２
０
年
度
も
、
引

き
続
き
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
く
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

10
月
26
日

本
部

事
務
局
長

矢
崎
光
晴

第
69
回
大
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

11
月
26
日
（
木
）
２
時
か
ら

上
映
会

府
連
２
０
５
教
室

「
私
は
誰

我
是
誰
」

中
国
残
留
邦
人
３
世
の
問
い
か

け
（(

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
）
戦
争
末
期
か

ら
敗
戦
の
な
か
、
国
策
に
よ
り
中

国
の
地
に
捨
て
ら
れ
た
残
留
邦
人
。

中
国
で
迫
害
を
受
け
、
帰
国
後

も
差
別
を
受
け
続
け
た
祖
父
母
、

父
母
た
ち
の
人
生
を
通
し
て
３
世

た
ち
が
自
身
の
存
在
を
探
る
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

２
０
２
１
年
「
中
国
悠
久
の
旅
」

カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売
が
始
ま
り
ま

し
た
。
使
い
や
す
い
Ｂ
４
判
・
28

ペ
ー
ジ
の
中
と
じ
タ
イ
プ
で
す
。

定
価
１
２
０
０
円

（
税
込
み
・
送
料
別
）

大
阪
府
連
は
日
中
友
好
協
会
創

立
７
０
周
年
記
念
募
金
と
、
府
連

年
末
カ
ン
パ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
部
の
募
金
と
合
せ
て
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
協
会
の
活
動
が
制
約
さ
れ
、

財
政
基
盤
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
中

干
支
き
り
え
講
習
会

12
月
６
日(

日)

２
時
か
ら

文
化
セ
ン
タ
ー
２
０
５
号
室

講
師

近
藤
好
幸

さ
ん

材
料
代千

円

日
中
不
再
戦
・
平
和
月
間
企
画

教
科
書
問
題
講
演
会

諦
め
ず
、
怠
け
ず
運
動
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

各
地
で
危
な
い
教
科
書
の

不
採
択
続
く

年
末
カ
ン
パ
の
お
願
い



日
中
友
好
協
会
の
全
国
大
会
（
10.

25
）
を
前
後
し
て
、
香
港
問
題
の
理

解
に
い
く
つ
か
の
異
論
が
伏
流
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

短
い
解
説
を
い
た
し
ま
す
。
①

「
一
国
二
制
度
」
は
分
解
不
能
の
思

想
・
原
則
で
あ
る
、
②
「
香
港
独
立
」

論
は
成
立
し
得
な
い
議
論
、
③
香
港

の
市
民
学
生
の
民
主
化
運
動
は
「
非

暴
力
」
が
主
流
。

①

国
際
的
世
論
は
、

中
国
全
人
代
が
決
定
し
、

習
近
平
主
席
の
署
名
で
一

方
的
に
施
行
さ
れ
た
「
香

港
・
国
家
安
全
維
持
法
」

は
「
一
国
二
制
度
」
に
反

す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

「
一
国
二
制
度
」
は
国
際

法
的
（
中
英
共
同
声
明
）

に
も
、
中
国
国
内
法
（
香
港
基
本
法
）

に
照
ら
し
て
も
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
で
、

こ
の
国
際
世
論
は
妥
当
な
も
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
や
日
本
の

一
部
に
は
「
そ
も
そ
も
国
の
存
立
や

安
全
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば

各
種
制
度
自
体
が
成
り
立
た
な
い
の

だ
か
ら
〈
国
家
安
全
法
〉
が
制
定
さ

れ
た
の
は
当
然
だ
」
と
「
香
港
・
国

家
安
全
維
持
法
」
の
制
定
と
施
行
を

支
持
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
論
法
は
、
「
一
国
二
制
度
」

の
「
一
国
」
と
「
二
制
度
」
と
を
切

り
離
し
て
「
一
国
」
を
上
位
規
定
と

し
て
優
先
し
、
「
二
制
度
」
を
実
質

的
に
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の
で
、

「
一
国
二
制
度
」
を
ガ
タ
ガ
タ
に
す

る
「
分
解
論
」
と
い
う
べ
き
で
す
。

代
表
的
な
論
者
は
、
上
海
に
常
駐
し

て
日
本
企
業
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
業

務
に
従
事
し
な
が
ら
、
日
本
の
論
壇

で
活
躍
す
る
和
中
清
氏
ら
で
す
。

「
一
国
二
制
度
」
は
一
体
の
も
の

と
し
て
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
す
。

改
め
て
「
一
国
二
制
度
」
と
は
何
か

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
「
香
港

は
１
９
８
４
年
の
英
中
共
同
声
明
に

基
づ
き
中
国
に
返
還
さ
れ
た
。
同
声

明
は
、
中
国
は
香
港
で
社
会
主
義
の

制
度
と
政
策
を
実
施
せ

ず
、
外
交
と
防
衛
を
除

い
て
香
港
に
大
幅
自
治

権
を
与
え
、
資
本
主
義

制
度
と
生
活
様
式
も
50

年
間
変
え
な
い
、
と
定

め
た
。
そ
れ
が
一
国
二

制
度
だ
」
（
評
論
家
大

前
研
一
氏
）
。

「
〈
一
国
二
制
度
〉

と
い
う
の
は
、
鄧
小
平
が
英
国
に
約

束
し
た
〈
大
陸
は
社
会
主
義
、
香
港

は
資
本
主
義
〉
と
い
う
制
度
で
あ
り
、

こ
れ
に
〈
港
人
治
港
〉
と
い
う
原
則

が
加
わ
る
。
要
す
る
に
両
地
域
そ
れ

ぞ
れ
の
〈
体
制
〉
を
そ
れ
ぞ
れ
が
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
〈
二
制
度
〉
の

中
身
で
あ
る
」
（
協
会
副
理
事
長
大

西
広
氏
）
。

中
国
も
香
港
も
お
互
い
の
歩
み
を

リ
ス
ペ
ク
ト
し
つ
つ
、
対
話
を
重
ね
、

深
め
て
、
融
和
を
図
り
、
50
年
か
け

て
一
体
化
を
現
実
の
も
の
に
す
る
。

ま
さ
に
、
「
一
国
二
制
度
」
と
は
、

「
『
自
治
』
を
進
め
な
が
ら
国
の

『
秩
序
と
統
一
』
を
図
り
、
ど
う
い

う
国
家
を
建
設
し
て
い
く
か
と
い
う

『
世
界
史
的
課
題
』
な
の
で
あ
る
」

丸
山
重
威
『
日
中
友
好
新
聞
』
掲
載

２
０
１
９
年
12
月
15
日
号
。

2020年１１月５日 日中友好新聞 第２５２７号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

の
ど
か
な
日
中
友
好
の
歴
史
を

感
じ
る
伝
承
地
を
巡
り
ま
す
。

は
じ
め
に
津
久
野
に
建
立
さ
れ

て
い
る
、
遣
唐
の
ひ
ば
り
碑
へ
、

次
に
大
仙
公
園
へ
、
池
泉
（
大

海
）
の
対
岸
は
中
国
の
名
勝
地
廬

山
な
ど
の

あ
る
日
本

庭
園
へ
、

中
国
風
の

建
物
甘
和

泉
殿
観
月

の
名
所
、

小
川(

石
津

川)

の
奥
は
桃
源
台
（
泉
北
丘
陵
）

で
庭
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
日
中
友

好
で
す
。

参
加
希
望
者
は
上
村
さ
ん
ま
で
。

11
月
７
日
（
土
）
１
時
半
、
Ｊ
Ｒ

津
久
野
駅
前
に
集
合
（
雨
天
実
施
）

今
年
の
中
国
は
第
13
次
５
ヵ
年

計
画
最
終
年
で
、
10
月
末
に
は
２

０
２
５
年
と
35
年
を
目
標
年
度
と

す
る
発
展
の
基
本
構
想
が
示
さ
れ

ま
す
。
過
去
40
年
の
中
国
の
経
済

発
展
や
国
民
生
活
の
向
上

は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
な
お
多
く
の

困
難
を
抱
え
て
い
ま
す
。

金
融
リ
ス
ク
や
財
政
と

く
に
地
方
財
政
債
務
問
題
は
注
目

点
で
す
。
こ
の
問
題
は
日
本
で
は

よ
く
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
土

地
財
政
と
い
わ
れ
る
実
態
は
ど
う

な
の
か
？
を
は
じ
め
中
国
の
今
を

理
解
す
る
た
め
に
地
方
財
政
の
正

確
な
理
解
は
必
須
で
す
。
幸
い
中

国
財
政
・
地
方
財
政
の
数
少
な
い

専
門
家
で
あ
る
曹
瑞
林
先
生
が
京

都
に
は
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
学
習
会
で
は
、
第
１
級

の
研
究
者
で
あ
る
曹
先
生
か
ら
中

国
財
政
・
地
方
財
政
に
つ
い

て
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。
大

変
貴
重
な
機
会
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
小
会
場
で
す
が
、

奮
っ
て
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

講
師
は
曹
瑞
林
立
命
館
大
学
経
済

学
部
教
授
で
す
。

11
月
７
日(

土)
２
時
か
ら

日
中
京
都
府
連
会
議
室

京
都
機
関
誌
協
会
３
階

参
加
費
５
０
０
円
、
事
前
申
し

込
み
制
、
主
催：

日
中
京
都
府
連

中
国
を
知
る
学
習
会

地
方
財
政
に
つ
い
て

第８回中国百科検定試験 ：日本中国友好協会主催
１１/２９（日）３時から ドーンセンター

11/1(日)２時 総合対策講座、11/4(水)２時 地理・民族・

世界遺産対策講座、11/8(日)３時 初級対策講座、

11/23(祝)文化対策講座11/18(水)２時 政法経対策講座、

日中カフェ 11/4(水)２時、11/8(日)10時半
11/13(金)６時、11/22(日)10時半

特別講座とカフェの会場は、大阪府連２０５号教室

南京軍事法廷と東京裁判 上映・講演・トーク
１２/５（土）1時15分からエルおおさか南館５階ホール

主催：南京の記憶をつなぐ２０２０

１２月６日（日）午後 干支きりえ教室 府連教室
大阪西支部主催

１２月６日（日）１時から 堺支部総会、

２時から 第５回市民公開講座 山東省煙台からの報告

「それでも若者たちは日本を目指す」
会場：堺市立国際交流プラザ６階 大会議室

各種講習会・支部行事案内

堺
支
部

秋
の
歴
史
散
策

香
港
問
題
の
理
解
を
一
歩
前
に
進
め
る

―
シ
リ
ー
ズ
①
―

山
本
恒
人
府
連
副
会
長

２
０
２
０
平
和
の
た

め
の
京
都
の
戦
争
展
参

加
企
画
《
コ
ロ
ナ
時
代
》

と
生
物
化
学
兵
器
犯
罪

ー
７
３
１
部
隊
の
戦
後

の
公
文
書
発
掘
ー
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

講
演
は
西
山
勝
夫
さ
ん

（
滋
賀
医
科
大
学
名
誉

教

授

）

11

月
22

日

（
日
）
１
時
開
場
、

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ

京
都
（
京
都
駅
前

西
側
）

４
階
第
３
講
義
室

資
料
代
５
０
０
円

主
催

日
中
京
都
府
連

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
世
界
中
に

広
が
り
、
ウ
イ
ル
ス
の

怖
さ
や
ワ
ク
チ
ン
製
造

へ
の
関
心
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
折
し
も
細
菌

戦
に
使
用
す
る
生
物
兵

器
を
、
戦
争
中
に
開
発

使
用
し
た
日
本
軍
七
三

一
部
隊
の
過
ち
に
つ
い

て
、
「
な
い
は
ず
」
だ
っ

た
公
文
書
が
近
年
発
見

さ
れ
、
史
実
が
解
明
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
発
見
者
で
あ
り
、

戦
争
と
医
学
に
つ
い
て
、

追
究
を
続
け
て
お
ら
れ

る
西
山
先
生
か
ら
、
武

漢
の
コ
ロ
ナ
に
対
す
る

中
国
政
府
の
対
応
や
、

今
回
見
つ
か
っ
た
七
三

一
関
連
の
公
文
書
が
示

す
内
容
、
そ
の
発
見
の

意
義
な
ど
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
す
。
連
絡
は
、

0
7
5
-
2
5
6
-
27
64

へ

中
国
共
産
党
の
重
要
会
議
、

第
19
期
中
央
委
員
会
第
５
回

全
体
会
議
が
26
日
、
北
京
で

開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
流
行
や
対
米
関

係
悪
化
の
影
響
が
長
期
化
す

る
と
見
込
ま
れ
る
な
か
、
党

が
ど
の
よ
う
な
方
策
を
示
す

か
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

新
華
社
に
よ
る
と
、

来
年
か
ら
５
年
間
の
新

た
な
経
済
計
画
が
審
議

さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

や
対
米
関
係
の
悪
化
で

国
際
環
境
が
不
安
定
に

な
る
な
か
、
習
近
平
指

導
部
は
外
国
と
の
貿
易

な
ど
に
加
え
、
内
需
拡

大
や
技
術
力
の
向
上
で

国
内
経
済
を
活
性
化
す

る
「
双
循
環
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
て
、
計
画
に
盛
り

込
む
と
み
ら
れ
る
。

消
費
拡
大
の
た
め
、
中
小

規
模
の
都
市
部
へ
の
人
の
流

入
を
促
す
戸
籍
制
度
改
革
な

ど
も
議
論
す
る
見
通
し
。

審
議
内
容
は
「
二
つ
の
循

環
・
貿
易
や
投

資
誘
致
を
通
し

て
海
外
と
国
内

の
好
循
環
を
つ

く
り
、
国
内
経

済
の
自
立
を
め

ざ
す
」
「
技
術

の

内

製

化

」

「
経
済
成
長
率

を
５
％
台
を
め

ざ
す
」
「
高
官

人
事
の
有
無
」
。

１
年
ぶ
り
の
重
要
会
議

長
期
計
画
を
審
議
へ

コ
ロ
ナ
と
生
物
化
学
兵
器
講
演
会


